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都市地理学研究の一局面
一一w.クリスタラーの受容と中心地研究を通しての故渡辺良雄先生の先駆的業
績の成立と継承一一
はじめに
1986年2月19日に渡辺良雄先生が肺がんのた
めに 57歳で東京都立大学教授のまま亡くなられ
た.2002年2月に 17回忌を迎えたことになる．ご
遺族の希望でこの期に追悼の集まりをすると とは
出来なかった先生は東京の西郊，あきる野市に
ある築地本願寺西多磨霊園で永遠の眠りについて
おられる（入口すぐの右側1段の左手）．
亡くなられた翌年には町田洋，杉浦芳夫ら編集
による地理学教室の出版物としてのGeographical
Reports of Tokyo Metropolitan Universi砂No.22
(1987）にTheMemorial Volume to Professor Yoshio 
Watanabeというタイトルで、関係の深かった学外
者も含めて都市地理学関係15編の追悼論文集が
出版された．これは当時の教室としての対応とし
ては十分なものといえようが，英文紀要という形
態であって学界に対してはアピールの足りないも
のであった．
今回の特集は日本でいち早く中心地研究に取り
組んでおられた渡辺先生の追悼と共に， 1950年代
から 60年代の日本の都市地理学研究を回顧し，
クリスタラーに始まる中心地研究がどのようにし
て受け入れられ，定着していったかをその時代の
研究環境と共に整理してみたいという形で企画し
た．
私は 17回忌を迎える前年に出版された竹内啓
一編『都市・空間 ・権力』（2001）の竹内さんの序
章に啓発されて，都市研究の系譜について自分自
身の研究活動に参加し始めた60年代の動向が気
になってきた．杉浦さんとの相談からシンポジウ
ム案などが消えてゆき，この『理論地理学ノー ト』
に論文集とすることにたどり着いた原稿を最終
的に依頼したのが2002年の暮れ，予定より 1年
以上遅れての刊行になった．グレコ会が活発で
あった頃に中村和郎さんが創刊し（外国にある
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ワーキングペーパーを意識していたと思う），私が
引き継ぎ，その後も杉浦さんの主宰の下で都立大
学を中心として継続している雑誌に，他では実現
し難い形の論文を掲載できるようになったことを
感謝している．
ことでは60年代に都市地理学研究者を育てて
いたいくつかの大学院を持つ大学における教育環
境，クリスタラーがどのように紹介 ・導入されて
展開していったかについて，「日本におけるw.ク
リスタラーの受容と中心地研究を通しての都市研
究一故渡辺良雄先生の先駆的業績の成立と継承J.
という趣旨で執筆をお願いした．森川洋（おそら
く日本で唯一の原本を読破した研究者ではないか
と思われる）さんに広島大学，山田誠さんに京都
大学，阿部隆さんに東北大学，阿部和俊さんに名
古屋大学についてお願いした．その後，より広く
同時代の研究状況を比較したほうが良いであろう
ということから，竹内啓ーさんに東京大学，奥野
隆史さんに東京教育大学についてお願いした． 残
念ながら奥野さんは昨年来体調を崩されて入退院
を繰り返しておられて書けないとのことであった
が（残念なことに2003年9月6日に逝去されま
した．ご冥福をお祈りいたします），全ての方が快
く引き受けてくださった．その上，竹内，山田さ
んは戦前からの研究系譜にさかのぼって検討くだ
さったし，阿部隆さんは渡辺先生の研究の原点と
なる初期の東北大学の研究状況を詳しく報告して
ぐださった．とくに，竹内さんは『都市 ・空間 ・
権力』に書きそびれたことをといって，現在に到
る研究課題と視点、の問題まで展開してくださっ
た．深く感謝する次第である．
他方，都立大学関係者では先生の授業を受けて
最初の修士論文を書いた山本忠さんに思い出を，
大学院で指導を受けた立岡裕土さんには中心地域
研究に関連してクリスタラーの影響を受ける以前
の日本における研究を整理した興味深い論文を寄
稿してもらったまた長く助手として研究・教室
運営ともに一緒に仕事をしてきた中林一樹さんは
都市研究センターにおける渡辺先生のお仕事を整
理して，地理学教室における活動とは異なった側
面からの光をあてた論文をよせて下さった．同じ
研究室で助手・助教授を務めた杉浦芳失さんには，
海外における渡辺論文の引用状況についてまとめ
ていただいた。
世紀も変わり 60年代当時からは長い年月を経
てしまったが， 50年代から 60年代にかけて戦後
の都市地理学研究が盛んになる時期に，渡辺先生
の研究である中心地研究の先駆的業績の展開と系
譜をたどり，都市地理学の研究動向を回顧するこ
とは， 80年代以降最近の都市研究が大きく変わっ
てきたととから可能でもあり有意義と思われる．
杉浦論文に見られるように同時代の日本における
都市研究の特徴や，外国人の研究の受容と日本へ
の適応という問題を位置づけること，あるいは先
生の論文が当時の日本人の研究論文として最も多
く外国で引用されていたととなどは学説史のみな
らず＼今後の地理学の研究を進める上でも重要な
課題を提起できるであろう， と思われる．この聞
に執筆者の一人で、ある阿部和俊さんがより包括的
に irzo世紀の日本の都市地理学』という著作を
2003年に出版されたのも問題意識を共有してい
たと見てよいであろう．ちなみに同氏の論文はそ
の著書には書き難い個人的な研究軌跡を記してい
るので同書を補完するものとなる．
渡辺先生が50年代後半に日本における都市研
究の最先端に立っておられ，その業績が評価され
て都立大学に移ったにもかかわらず，それを発展
させることなく研究のスタイルがなぜ変わった
か，方向転換したのかということが疑問になる．
いづれにしても，東北大学，都立大学という日本
で数少ない欧文誌を刊行している大学に勤務して
英文論文を発表し，日本の都市研究が世界に認知
されていた時期に，世界にはばたく機会が失われ
たように思われる．
ここで都立大学における渡辺先生の置れた立場
を地理学教室の20年史， 30年史などを主な材料
に卒業生や元の同僚からの話から整理してみた
い．教室内の所属の変化を年表的に追うと以下の
ようになる．
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1960-1961年 1960年東北大学理学部地理学教
室助手から地理学講座（保柳睦美教授）の助教授
として赴任．奥様の玲子さんも助手として一緒に
呼ばれた（矢沢大二さんと能登志雄さんとの直接
交渉による人事で決まったのではないかとの奥様
の話である） • 1961年度には東北大学から『東北日
本における都市機能の統計的研究」によって理学
博士の学位を得ていた（指導されたのは田辺健ー
であったが，宮城教育大学に移られたので，審査
は能登志雄）．渡辺先生にとってはこの学位論文に
よって，中心地研究に一つの区切りをつけられた
たものと思われる．
1962-1975年都市地域学講座が新設されて，中
野尊正教授のもとでの助教授として移る この講
座の新設予定がらみで60年からポジションを確
保するための人事であったと思われる．最初の助
手は松田磐余，田村俊和である．この時代の主な
研究テーマは都市災害にあった．伊勢湾台風の被
害と Om地帯，e 新潟地震と液状化現象，高度成長
期における地盤沈下などの問題に対する土地条件
図の作成が評価され，都市の災害と地形学的な関
係が脚光を浴びた時代である．この応用地理学重
視の環境下で、渡辺先生の出番が少なかったことは
理解できる．研究が首都（圏）の都市機能，都市イじ
研究に変って行くのは中野さんや田辺健ーさんを
通しての木内信蔵さんとの出会いなどからで，国
や都からの委託研究がらみの報告が増えてゆく ．
日本地理学会の都市化研究委員会，都市地理学研
究委員会にも参加する．（渡辺先生のお通夜に木内
さんが来てくださったのを思い出す）
1976 1985年野間三郎教授の定年にともない
地理学講座の教授となる（農業地理学部門の大石
堪山助教授，山川充夫助手ー79年3月までーとと
もに）．その後77年10月寺阪が助教授に（個人的
には埼玉大学時代にたいした研究業績をあげてい
なかったのに， と思っている．グレコ会などで，
都立大学に出入りしていたので，以前から紹介さ
れてご挨拶はしていたが，それまで話をすること
は無かった）, 78年4月杉浦助手の採用によって
講座は完成する．実質的には人文地理研究室とい
う大組織で運営された（中林一樹助手が渡辺先生
とペアを組んでいた）．その聞に助手として 1980
年7月生田真人－95年3月， 1983年10月青山宏
夫－88年3月が採用になり， 82年からは人文地
理研究室として，都市地域学講座に所属していた
中林を加え 6人で，83年から 1986年に逝去され
るまでは7人で、学生指導を行っていた．先生のご
性格から強烈に学生を引っ張るということは無く
て，集団指導体制をひいていた．
ところで都立大学の人文地理学分野では（講座
名はさまざま変わるが）大学院からの研究者は
育っていなかった（63年度卒業の大石湛山一農業
地理を除いて）．一つには理学部に所属するために
地理学教室は創設以来地球科学指向の底流があ
り，教室拡大の難しさもあってか，人文地理が日
陰者に置かれていたように思われる． とくに大阪
市立大学（1953年修士課程）とくらべると大学院
の設置が10年遅れたのは手痛く，大学の拡張期
に人材を供給できなかった．研究環境としてはす
ばらしいが，研究者育成の戦略も持つてはいな
かったのではないかと思われる．助手の選び方に
力を注いでいた彼らの業績を持って，都立大学
の実力とみなして満足していた人もいた．また，
自分の後継者が一人出来ればよしとしていた人も
いた．山本 忠論文にもあるように都市関係の卒
業論文，修士論文は彼が最初である（1967年度卒
論，地方都市における中心地域の人口減少.69年
度修士論文，中間地域における人口移動），
卒業生が研究者として人文系で他大学のポスト
を得たのは石村満宏（77年度修士，鹿児島大学，
農業地理），が最初で，ついで小金沢孝昭（学部か
らの出身者としては初めて，農業地理）．その後，
山川さんが福島大学に転出してから，広義の都市
地理学関係の課題を研究する大学院生が多くなっ
てきた．そして2年ほど欠けたがほぼ連続して修
土課程に学生を迎えているが，高校教員か民聞に
就職していき，結局この時期にも研究職に就くこ
とはなかなか困難であった．それは次代の，先生
が亡られた後の櫛谷圭司（86年度博士課程中退，
新潟大学），立岡裕士（88年度博士課程退学，鳴門
教育大学），矢野桂司（87年度博士課程中退，現立
命館大学）まで待たねばならない．人文系の博士
は先生最後のお仕事となった 85年度の杉浦芳夫
「イノベーションの空間的拡散Jが最初である（自
然地理学系は 1966年度から）．
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私自身の歩みの中で思い起こすと，大学に入っ
てクリスタラーについて初めて学んだ、ときの新鮮
さと衝撃を思い出す．その後恐らく西村睦男先生
からと思うがR.E.Dickinson (1957) : CityandRe・
gionalismをすすめられてクリスタラーを理解し
たように思う．その増補・改訂版に当たる Cityand 
Region (1964）を購入して勉強した．また，水津一
朗先生を通じては集落地理学の一環としての評価
に基づく紹介があった．山田論文に出てくるクリ
スタラーの原著の青焼きコピー （1回目）につい
ては，同級の野沢秀樹君が世話をして作成して，
立派な製本にしてある（完成したのが1965年11
月5日と記入しである）．当時幾つかの入手困難な
書物や索引集を同じ形にするというのが流行して
いたその背景には非歴史地理学，フランス語（第
2外国語）の外書購読という異端の院生が偶然に
も多く集まり， ドイツ語に対する対抗意識が生ま
れていた．クリスタラーを原本で読むという無謀
な試みの研究会（ドイツ語の出来る同級生Iさん
の助けを借りたが）は 2回ほど聞かれて立ち消え
となったそして 66年に英語の抄訳本が入手で
きてからは書架の片隅に追いやられ， 69年の江沢
譲爾訳が大明堂から出版されるとそれは全く私に
とって存在意義を失ったと同時に水津先生の授
業から伝えられた集落地理学としての内容と訳本
との落差に大きな驚きを感じた．それ以降先生は
クリスタラーについてほとんど触れられなくなっ
たと記憶している．
クリスタラーやJ.LabasseのLescapitaux et la 
region (1955）を未消化のままに行なった，北海道
をフィ ールドとした都市圏と都市の階層構造につ
いての修士論文は失敗に終わって（したがって博
士課程に進学するのに 1年遅れ）部分的にもペー
パーになっていない.Beavonの新たな研究 （Gen-
tr，αl Place Theory: A Reinたrpretation,1977）が出たと
ころで， この方面の研究への未練は断ち切れた
60年代後半からウェーパーの工業立地論を始
め幾つかの立地論関係の翻訳書が相次いで大明堂
から出版されたことの意義は大きい．江沢さんが
翻訳をするにいたった経緯について， 2002年の経
済地理学会大会のおり 久しぶりにお目にかかっ
た西岡久雄さんに伺ったところ，特別の記憶はな
いとのととであり，また出版社の神戸祐三社長に
も同じことをお尋ねしてみたが特別な由来はな
かったとのことで，今となっては翻訳のいきさつ
についての手がかりは完全に失われている．
森川洋さんの一連の研究が結実していき，
1974年の『中心地研究』，さらにそれを発展させた
『中心地論』 I, I(1980）， 皿（1983）によって中
心地論研究のひとつの到達点が70年代後半から
80年代前半に訪れる．学界への共通財産となり，
大きな影響を与えて普遍化すると共に，研究分野
の都市システムへの傾斜が強まる．
70年代以降，奥野隆史，石水照雄，高橋潤二郎
さんらによって計量的な分析が多く紹介されると
ともに，都市研究が都市システム研究に移行して
いく ．都市圏や大都市圏研究が増える中で，クリ
スタラー研究そのものは扱われなくなっていく．
ペリーの研究を通しての中心地研究が普及してい
し東京教育大学からシカゴへの留学者が続いた
意味は大きい．そして Geographyof Market Centers 
andRetailDistribution (1967）が奥野隆史，鈴木安
昭，西岡久雄によって 1970年に翻訳されて（『小
売業・サービス業の地理学』），この方面での理解
に貢献した． したがって，これらの翻訳書出版以
後には，都市の階層性についての認識は木内信蔵
さんの影響が少なかった東京大学（山口岳志さん
が早く亡くなられたので空白の部分があるにまた
都市地理学の授業が高野文男さんの60年代末に
着任までーなかったといわれる東京教育大学（中川
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浩ーさんからの話）出身の研究者にも入り込むよ
うになったと見ている．地域構造研究会の最初の
頃には関東の若手研究者にはクリスタラーって誰
という風に見ていたのだから．
渡辺先生の研究が主に英文で公表されたため
に，外国での評価に比べて日本の学界の中での影
響が少なめに終わったとと，東京に移られてから
の研究・教育環境が必ずしもマッチしなかったこ
とから（東北地方と首都圏との差も大きく影響し
たようにも思われるが），その後の中心地研究への
大きな飛躍には結びつかなかった．授業を受けた
学生たちはみんな先生の中心地研究への情熱を読
み取っていたようである．それが生かされなかっ
たことを残念に思うし，パックアップできなかっ
た私自身の非力も痛感している 自分自身都立大
学に呼ばれて新たな世界がひらけ， 10年近く先生
と一緒に研究室に勤務できたことに感謝してい
る．先生が亡くなられた翌年に，心置きなく都立
大学を去ることが出来た
心からご冥福をお祈りします．
最後に，奥様を始めとしてとこにお一人ごとの
お名前を挙げることはできないが，多くの方から
お話を伺い情報を提供していただいたことに御礼
申し上げます．
2003年7月
（流通経済大学経済学部）
